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「アンテナ・伝播研究専門委員会からのお知らせ」 第88号をお届けします．  

 

【1】 2014年度アンテナ・伝播研究専門委員会の体制 

電子情報通信学会は，5月に開催される平成26年定時社員総会をもって新年度の体制に移

行します．これに伴い，アンテナ・伝播研究専門委員会も新体制に替わります．新しい体

制での2014年度上期研究専門委員会は，6月12日（木）に機械振興会館で開催されます． 

委員長  新井 宏之  横浜国立大学 

副委員長  長 敬三  千葉工業大学 

幹事   榊原 久二男  名古屋工業大学 

幹事   中野 雅之  KDDI研究所 

幹事補佐  木村 雄一  埼玉大学 

 

【2】 4月AP研開催報告 

4月のAP研は，京都市二条城の近くにあります立命館大学朱雀キャンパスで開催されま

した．今回は，IEEE AP-S Kansai Chapterと共催で開催され，特別講演，チュートリアル講

演を含めて19件の発表がありました． 

企画では，AP研チュートリアル講演として，地元同志社大学の出口博之先生をお招きし，

「多モードホーン及び周波数選択膜の電磁界解析基礎及び設計例について」と題して，ス

ペクトル領域における電磁界解析についての，大変アカデミックな講演を頂きました．さ

らにオーガナイズドセッションでは，横浜国大の新井先生，東京農工大の宇野先生，名工

大の菊間先生，立命館大学の前田先生と防衛大の森下先生という国内のアンテナ・伝搬分

野を代表する先生方による貴重なご講演を頂きました．どちらも興味深い内容で盛況のう

ちに行われました．内容の詳細は技報をご覧下さい． 

 

【3】 6月A･P研のご案内 

次回，6月のAP研は，6月12日(木)に，東京都にあります機械振興会館で開催されます．8

件の一般講演に加え，A・P研表彰式，さらにはIEEE AP-S Japan Chapterと共催の特別講演

では，東工大の安藤先生をお招きし，「ISAP，IEEE APSおよびEuCAPの動向 ～ 指導力発

揮のための日本の役割と取り組み ～」というタイトルでご講演頂きます．皆様，ふるって

ご参加ください． 

 

【4】 8月A･P研発表お申し込みのお願い 

8月のAP研は，8月28日(木)，29日(金)の予定で，新潟大学 駅南キャンパス「ときめいと」

で開催されます．今回は宇宙・航行エレクトロニクス研究会（SANE研）様と併催で，盛大

に開催する予定をしております．皆様，ふるってお申し込みの上，ご参加ください． 

 

【5】 A･P研幹事退任の挨拶（高橋徹） 

5月をもってAP研幹事を退任することになりました． 初に申し上げなければならない

ことは，前委員長の宇野先生，現委員長の新井先生をはじめとするAP研関係者の皆様方へ



の感謝の言葉です．2年間，ありがとうございました． 

2年間のAP研運営の中で も印象に残っているのは，アジア地区のAP研究者との連携で

す．幹事在任期間中（見習い期間も含む）には，那覇での日韓ワークショップKJAP2012，

タイ・バンコクでのTJMW2012に併催したAP研チュートリアルワークショップ，韓国・光

州開催のKJAP2013，ベトナム・ハノイでの第二種研究会VJISAP2014，金沢での日韓タイの

ワークショップAWAP2014がありました．中でもVJISAPは，AP研としては初めての地，ベ

トナムでの開催ということで，計画当初は投稿数等に不安もありました．しかし，現地世

話人のディン先生や関係各位の献身的な協力のおかげで，大盛況のうちに終了することが

できました．私自身も，この開催を通して大変貴重な経験をさせていただいたと思ってい

ます．このアジア地区との連携は，AP研のDNAとして次の執行部へも確実に引き継がれ，

今後ますます発展していくことを確信しています． 

いまあらためて思うことは，AP研関係者の皆様方の協力なくして，AP研の今後の発展は

ありえないということです．2年間のAP研幹事業を通して，私自身もその一翼を少しは担

うことができたかな，と思っている次第です．今後は，立場は変わりますが，AP研の発展

に引き続き努力していきたいと思います．本当にありがとうございました． 

 

【6】 A･P研幹事補佐退任の挨拶（道下尚文） 

2 年間ありがとうございました．有馬先生から引き継いだ 2012 年 6 月の AP 研では，分

単位の運営に十分対応できず，皆様にご迷惑をおかけしたことをお詫びいたします．その

後の運営補佐が本当にできるのかとても心配になりましたが，執行部の皆様の迅速な判断

と的確な指示をいただくことで幹事補佐として安心して作業することができました．毎月

起きる本当にやさしいマルチユーザ MIMO[1]では，幹事の皆様と手分けして事に臨んだこ

とが思い出に残っています．国内外問わずイベントが目白押しの AP 研ですが，これから

も積極的に参加していきたいと思っております．今後ともよろしくお願いいたします．（[1] 

AP 研からのお知らせ No.73, No.74.） 

 

【7】 副委員長の戯言 

高橋さん，道下先生，幹事および幹事補佐業務，大変お疲れさまでした．お二人の御尽

力に深謝いたします．AP研執行部は在任中一緒に行動する時間が多いため，家族が巣立つ

ような感覚を覚えます．これからもぜひ研究会にご参加ください． 

AP研では会員相互の懇親や意見交換を目的に，夜のセッションがよく行われます．先日

良い気分で終電にて帰宅中，不覚にも眠りに落ち，ふと気付くと下車予定の次の駅．慌て

て降りたものの電車は既になし．（やってもうた…）．徐にスマホを取り出しGoogle mapで

帰宅徒歩ルートを検索．自宅まで10kmで2時間7分．（歩けない距離じゃないな）．酔い覚ま

しを兼ね，意を決し歩き出す．しかしルートは暗闇の中住宅地を突っ切ったり，徒歩でし

か通れない階段などスリル満点．予想通り道に迷う．すかさずGPSのスイッチを入れ現在

地検索．（GPS用チップアンテナはどのあたりに入っているかな．）などと思いつつ現在地

が正確に出ることを祈り，すがるように画面をみる．（お，ここにいるのか．） 近のIT技

術に改めて感動．ナビ通り２時間で帰宅も足は棒になり，やはりタクシーに乗ればよかっ

たと後悔した夜でした．皆様も終電にはご注意を． 
 

〈問い合わせ先〉 

アンテナ・伝播研究専門委員会副委員長  長 敬三（千葉工大） 

E-mail : ap_ac-chair＠mail.ieice.org (AP研執行部のメールアドレス) 

AP-NET : AP研の最新情報を毎月メールにてお届けします!! 登録はAP研HPにて 

AP研HP : http://www.ieice.org/cs/ap/jpn/ 

ISAP Archives :  http://ap-s.ei.tuat.ac.jp/isapx/ 


